
地域経済を支える企業の復興を支援
～相馬港耐震強化岸壁を活用～

東北地方整備局

相馬港では、３月１６日に発生した福島県沖を震源とする震度６強の地震により、多くの岸壁な
ど港湾施設にひび割れや段差等が発生し、利用不可になるなど、大きな被害に見舞われました。

 ３月２８日、３号ふ頭の耐震強化岸壁（水深１２ｍ）を活用し、相馬港に立地する企業の復旧工事の
ために必要となる資材の輸送が行われました。

引き続き、港湾管理者である福島県とも協力して、相馬港の早期復旧に取り組んでまいります。

令和4年3月29日

耐震強化岸壁の概要

相馬港３号ふ頭位置図

300年～500年に１回発生する最大規模
の地震時でも震災直後から利用可能
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７５年に１回の地震では利用可能だが、
300～500年に１回発生する地震では
利用できない。
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３号ふ頭の活用の状況
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３号ふ頭３－１岸壁からの荷役状況 ３号ふ頭３－１岸壁における荷役状況

海上運搬の状況

利用船舶：
160t吊クレーン台船


